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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公表番号】特表2019-508043(P2019-508043A)
【公表日】平成31年3月28日(2019.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-012
【出願番号】特願2018-546635(P2018-546635)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/6844   (2018.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  35/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/6844   　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   37/00     １０１　
   Ｇ０１Ｎ   35/08     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ    1/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月14日(2020.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプルをマイクロ流体デバイスに加えることと、
　前記サンプルにおける標的ポリヌクレオチド配列を増幅することと
を含む方法であって、前記増幅が、
　前記サンプルに増幅の第一ラウンドを実施して第一増幅産物を産生することと、
　前記第一増幅産物に増幅の第二ラウンドを実施して第二増幅産物を産生することと
を含み、
　前記第二増幅産物は、増幅の前記第一ラウンドの間に産生される前記第一増幅産物内に
完全に含まれる、より小さい配列を含む、方法。
【請求項２】
　前記第二増幅産物を検出することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第二増幅産物の検出が、
　フルオロフォア及びクエンチャーと連結された第一オリゴヌクレオチドによって、前記
第二増幅産物を標識して標識された第二産物を得ることと、
　前記標識された第二増幅産物からクエンチャーを切断することと、
　前記フルオロフォアからのシグナルを光学的に検出することと
を含み、検出可能なシグナルが、前記第二増幅産物の存在の指標である、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記クエンチャーを切断することが、ヌクレアーゼを用いて実施される、請求項３に記
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載の方法。
【請求項５】
　前記ヌクレアーゼが、二本鎖ＤＮＡを標的にする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ヌクレアーゼが、ホルムアミドピリミン－ＤＮＡグリコシラーゼである、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記第二増幅産物の検出が、
　酸化還元部分と連結された第一オリゴヌクレオチドによって、前記第二増幅産物を標識
して標識された第二増殖産物を得ることと、
　前記標識された第二増幅産物から酸化還元部分を切断することと、
　前記切断された酸化還元部分からシグナルを電気化学的に検出することと
を含み、検出可能なシグナルが、前記第二増幅産物の存在の指標である、請求項２に記載
の方法。
【請求項８】
　前記酸化還元部分が、フェノチアジン、フェノキサジン、フェロセン、フェリシアン化
物、ルテニウム（ＩＩＩ）、オスミウム（ＩＩ）、アントラキノン、フェナジン、及びこ
れらの誘導体からなる群から選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記酸化還元部分を切断することが、ヌクレアーゼを用いて実施される、請求項７に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記ヌクレアーゼが、二本鎖ＤＮＡを標的にする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ヌクレアーゼが、ホルムアミドピリミン－ＤＮＡグリコシラーゼである、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第二増幅産物に増幅の第三ラウンドを実施して、第三増幅産物を産生することと、
　前記第三増幅産物を検出することと
をさらに含み、前記第三増幅産物は、増幅の第二ラウンドの間に産生される前記第二増幅
産物内に完全に含まれる、より小さい配列を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サンプルが、動物から得られる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　動物から得られる前記サンプルが、前記動物の血液、喀痰、粘液、唾液、涙、又は尿か
ら得られる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記サンプルが、ヒトから得られる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記標的ポリヌクレオチド配列が、標的核酸に含まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記標的核酸が、動物病原体から得られる、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記動物病原体が、一本鎖ＤＮＡウイルス、二本鎖ＤＮＡウイルス、又は一本鎖ＲＮＡ
ウイルスである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記動物病原体が、細菌である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記標的核酸が、二本鎖ＤＮＡ、一本鎖ＤＮＡ、又はＲＮＡである、請求項１６に記載
の方法。
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【請求項２１】
　前記標的核酸が、ゲノムＤＮＡ、プラスミドＤＮＡ、ウイルスＤＮＡ、ミトコンドリア
ＤＮＡ、ｃＤＮＡ、合成二本鎖ＤＮＡ、及び合成一本鎖ＤＮＡからなる群から選択される
、請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記標的核酸が、ウイルスＤＮＡ又はウイルスＲＮＡである、請求項１６に記載の方法
。
【請求項２３】
　前記動物病原体が、インフルエンザＡウイルス又はインフルエンザＢウイルスである、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２４】
　前記サンプルにおける２種類以上の標的ポリヌクレオチド配列が増幅される、請求項１
に記載の方法。
【請求項２５】
　インフルエンザＡ遺伝子配列を含む標的ポリヌクレオチド配列、及びインフルエンザＢ
遺伝子配列を含む標的ポリヌクレオチド配列が増幅される、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　２種類以上の増幅産物が検出される、請求項２に記載の方法。
【請求項２７】
　インフルエンザＡ遺伝子配列を含む第二増幅産物、及びインフルエンザＢ遺伝子配列を
含む第二増幅産物が検出される、請求項２６に記載の方法。
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